
鎌 倉 朝 日 ２０２２年（令和４年）１２ 月１日（３） 第525 号1部　110 円

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）

１
月
か
ら
今
年
の
５
月
ま

で
、
月
１
回
の
連
載
で
19
年

間
続
い
た
連
載
を
終
え
た
。

　
立
原
正
秋
も
よ
く
飲
み
に

き
た
と
い
う
東
急
地
下
の
居

酒
屋
「
紺
」
の
後
を
引
き
継

い
だ「
藍
」で
出
会
っ
た「
鎌

倉
朝
日
」
の
前
編
集
長
、
中

村
藤
一
郎
さ
ん
か
ら
の
依
頼

で
あ
っ
た
。
　
　

　「
文
学
つ
れ
づ
れ
」
と
い

う
テ
ー
マ
な
の
で
、
第
１
回

は
徒
然
草
の
「
つ
れ
づ
れ
な

る
ま
ま
に
」
と
「
欲
望
的
文

学
論
の
試
み
」と
銘
打
っ
て
、

文
学
作
品
を
生
み
出
し
た
作

家
の
欲
望
に
注
目
し
て
始
め

た
。

　
第
２
回
は
与
謝
野
晶
子
を

と
り
あ
げ
た
。
有
名
な
「
大

仏
は
美
男
に
お
わ
す
」
の
歌

は
、
晶
子
が
実
際
に
鎌
倉
に

来
て
詠
ん
だ
実
景
歌
で
は
な

く
、
大
仏
に
よ
く
似
た
鉄
幹

賛
美
の
空
想
歌
で
は
な
い
か

と
い
う
説
を
提
出
し
た
。

　
続
け
て
万
葉
集
か
ら
源
氏

物
語
、
平
家
物
語
、
小
野
の

小
町
、
西
行
、
芭
蕉
。
近
代

で
は
透
谷
、
鴎
外
、
漱
石
、

立
原
や
川
端
康
成
、
他
に
能

楽
や
日
本
の
祭
り
ま
で
、
多

く
の
分
野
を
題
材
と
し
た
。

　
私
の
本
業
は
大
学
で
哲
学

を
受
け
持
つ
教
員
な
の
で
作

品
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の

き
、
２
０
１
４
年
に
は
『
作

家
の
心
を
旅
す
る
ー
鎌
倉
文

学
散
歩
』
と
し
て
出
版
さ
れ

た
。

　
私
の
学
際
的
研
究
は
別

に
江
戸
思
想
の
研
究
が
あ

る
。
江
戸
時
代
が
２
５
０
年

作
品
を
生

み
出
し
た

作
家
の
心

＝
欲
望
に

関
心
が

あ
っ
た
。

読
者
の
方

か
ら
「
探
偵
小
説
の
よ
う
に

面
白
い
」「
人
間
を
感
じ
る

深
さ
に
驚
嘆
し
て
い
ま
す
」

な
ど
の
批
評
を
頂
い
た
。
そ

の
声
が
地
元
の
出
版
社
、
冬

花
社
の
本
多
順
子
さ
ん
に
届

の
間
、
戦
い
の
な
い
平
和
が

続
い
た
の
は
、
徳
川
将
軍
家

の
お
家
流
に
な
っ
た
柳
生
新

陰
流
の
「
活
人
剣
」
思
想
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

予
測
の
元
、
柳
生
新
陰
流
の

技
を
直
接
に
学
ぶ
こ
と
に
し

た
。

　
各
地
の
道
場
を
調
べ
、
名

古
屋
の
春
風
館
道
場
に
江
戸

時
代
の
武
士
が
遣
っ
た
ま
ま

の
新
陰
流
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

大
学
で
の
授
業
が
終
わ
る
と

毎
週
新
幹
線
で
名
古
屋
に
通

い
、
夜
７
時
か
ら
10
時
ま
で

稽
古
し
、
そ
の
あ
と
名
古
屋

駅
の
近
く
の
ホ
テ
ル
で
撮
っ

た
ば
か
り
の
ビ
デ
オ
で
技
を

支
え
る
心
を
探
求
し
た
。

そ
の
成
果
を
10
年
後
に
『
柳

生
新
陰
流
を
学
ぶ
』
と
し
て

出
版
し
た
。

　
そ
の
後
、
春
風
館
道
場
に

武
蔵
の
若
い
頃
の
流
儀
「
円

明
流
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
新
陰
流
だ
け

で
な
く
表
看
板
で
あ
る
貫
流

槍
術
共
々
武
蔵
の
円
明
流
の

稽
古
を
続
け
、
併
せ
て
今
日

ま
で
10
冊
出
版
し
た
。
鎌
倉

朝
日
に
も
毎
回
紹
介
し
て
頂

い
た
。

　
最
近
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
明
鏡

止
水
」
で
武
蔵
の
「
円
明
流
」

を
、「
趣
味
ど
き
！
」
の
「
刀

剣
」
で
は
貫
流
槍
術
を
取
り

上
げ
て
頂
い
た
。
　
　
　
　

　
私
も
人
生
の
最
終
ラ
ウ
ン

ド
に
近
く
な
り
、「
文
学
つ

れ
づ
れ
」
は
最
後
に
国
民
文

学
の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る

吉
川
英
治
の
『
宮
本
武
蔵
』

を
と
り
あ
げ
、１
９
３
回「
小

林
秀
雄
の
武
蔵
観
」
で
終
了

し
た
。
　

そ
れ
に
続
き
、
武
術
の
方
も

今
年
７
月
、
新
陰
流
研
究
の

総
決
算
と
し
て
『
新
陰
流
の

極
意
』（
左
文
右
武
堂
・
ア

マ
ゾ
ン
で
の
み
販
売
）
を
上

梓
し
た
。

　
今
は
毎
朝
２
時
間
、
小
町

通
り
の「
コ
メ
ダ
」コ
ー
ヒ
ー

店
で
、
少
年
の
頃
か
ら
の
憧

れ
で
あ
っ
た
武
蔵
の
極
意
に

つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
、
週

に
２
度
、
鎌
倉
体
育
館
で
私

の
主
宰
す
る
「
新
陰
流
・
円

明
流
稽
古
会
」
で
日
本
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
元

と
な
る
伝
統
的
腰
腹
文
化
を

取
り
戻
す
べ
く
「
長
生
き
も

芸
の
内
」
と
う
そ
ぶ
き
な
が

ら
老
剣
を
振
る
っ
て
い
る
。

（
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

『新陰流の極意』
( 左文右武堂 )

　
日
蓮
宗
本
山
本
覚
寺
本
堂

で
10
月
29
日
、「
不
愉
快
な

み
ほ
と
け
～
日
蓮
聖
人
殺
害

の
五
輪
で
選
手
ら
は
男
子

フ
ィ
ン
級
と
同
４
７
０
級
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
も
の

の
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど

市
内
で
の
交
流
の
機
会
を
持

た
な
い
ま
ま
今
年
３
月
に
市

民
サ
ポ
ー
タ
ー
は
解
散
。
そ

の
後
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
の
経
験
を
活
か
そ
う
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
行
委
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
今
回
の
催
し

に
い
た
っ
た
。

　
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
も
務
め

て
い
た
フ
ラ
メ
ン
コ
歴
15
年

の
龍
村
恭
子
実
行
委
員
長

（
42
）
は
「
逗
子
と
ス
ペ
イ

ン
は
人
の
温
か
さ
や
地
域
の

つ
な
が
り
が
似
て
い
る
。
今

後
も
同
国
の
様
々
な
芸
術
性

を
取
り
入
れ
て
続
け
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。（
Ｋ
）

　
４
つ
の
フ
ラ
メ
ン
コ
チ
ー

ム
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
る
と
華
や
か
さ
と
迫
力

に
満
ち
た
ダ
ン
ス
に
観
客
が

拍
手
を
お
く
っ
た
。

　
一
昨
年
、
逗
子
市
は
ス
ペ

イ
ン
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
と

の
交
流
会
な
ど
で
市
民
と
の

橋
渡
し
を
担
う
サ
ポ
ー
タ
ー

を
約
２
百
人
集
め
た
。
昨
年

ラ
ザ
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ー
ク
で

は
、
ス
ペ
イ
ン
語
講
師
・
山

田
る
り
こ
さ
ん
の
ス
ペ
イ
ン

の
歴
史
や
建
築
、
食
文
化
な

ど
を
織
り
交
ぜ
た
講
座
や
、

同
時
開
催
の「
中
庭
カ
フ
ェ
」

に
は
市
内
の
ス
ペ
イ
ン
料
理

店
が
出
店
す
る
な
ど
、
ス
ペ

イ
ン
の
魅
力
を
発
信
。

　
昨
年
の
五
輪
大
会
で

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

ス
ペ
イ
ン
セ
ー
リ
ン
グ

チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
を
受
け
入
れ
た
逗
子

市
で
11
月
12
日
「
ス
ペ

イ
ン
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
約
７
百
人
の
市
民

が
参
加
し
た
＝
写
真
。

　
会
場
の
逗
子
文
化
プ

と
話
し
て
い
た
。

　
本
は
３
０
８
０
円
（
税
込

み
）、
銀
の
鈴
社
刊
☎
０
４

６
７
・
６
１
・
１
９
３
０

和
歌
が
あ
り
、
下
段
に
現
代

語
訳
と
英
訳
が
あ
る
。

　
万
葉
集
の
４
５
０
０
首
余

の
和
歌
か
ら
１
０
０
首
を
選

び
、
第
１
巻
「
万
葉
び
と
の

自
然
観
」、
第
２
巻
「
愛
」、

第
３
巻「
想
い
」、第
４
巻「
草

花
」
の
テ
ー
マ
ご
と
に
分
類

し
て
い
る
。

　
阿
見
さ
ん
は
、
万
葉
学
者

の
父
（
故
・
山
口
正
　
解
釈

学
会
創
設
者
）
の
も
と
、
幼

少
の
頃
よ
り
万
葉
集
に
親
し

み
、
画
は
長
谷
川
朝
風
画
伯

　
鎌
倉
市
在
住
の
野
の
花

画
家
・
阿
見
み
ど
り
さ
ん

（
85
）
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
半
世
紀
抱
き
続
け
て
き

た
「
万
葉
集
の
世
界
を
絵
本

に
し
て
伝
え
た
い
」
と
い
う

思
い
が
実
り
、〝
絵
巻
仕
立

て
の 

子
ど
も
に
も
わ
か
る

万
葉
集
〟
の
絵
本
『
絵
巻
　

万
葉
も
の
が
た
り
』
が
発
行

さ
れ
た
。

　
２
０
１
３
年
の
発
心
か
ら

10
年
が
か
り
で
制
作
し
た

「
絵
巻
　
万
葉
も
の
が
た
り
」

の
１
巻
か
ら
４
巻
（
上
下
２

軸
ず
つ
）
の
絵
巻
を
１
冊
の

本
に
ま
と
め
た
も
の
。
上
段

に
絵
と
筆
字
で
添
え
ら
れ
た

絵
本「
絵
巻 

万
葉
も
の
が
た
り 

」発
刊

「
文
学
つ
れ
づ
れ
」の
連
載
を
終
え
て

野
の
花
画
家
・
阿
見
さ
ん
の
集
大
成

赤
羽
根
龍
夫

情
熱
の
国
の
魅
力
を
市
民
団
体
が
Ｐ
Ｒ

本
覚
寺
で
地
元
の
劇
団
が
演
劇

逗
子
で
ス
ペ
イ
ン
ま
つ
り

日
蓮
聖
人
降
誕
８
百
年
記
念

　
不
動
産
（
土
地
）
を
持
つ
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
方
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
財
産

を
持
つ
場
合
土
地
は
か
な
り
安

心
し
て
持
て
る
も
の
の
一
つ
で

す
。
法
務
局
に
登
記
を
す
る
こ

と
で
、
確
実
に
所
有
権
が
守
ら

れ
ま
す
。
有
価
証
券
や
貴
金
属

は
相
場
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま

す
が
、
首
都
圏
の
住
宅
地
は
安

定
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
保
有

は
税
金
の
問
題
や
、
隣
地
と
の

関
係
や
ら
多
少
煩
わ
し
い
事
も

あ
り
ま
す
。
土
地
を
売
る
と
損

得
が
出
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
持

ち
続
け
れ
ば
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。

　
賃
貸
物
件
を
建
て
る
と
税
金

面
で
も
ぐ
っ
と
有
利
に
な
り
ま

す
。
家
や
部
屋
を
賃
貸
す
る
わ

け
で
す
が
、
賃
料
は
景
気
の
影

響
を
あ
ま
り
受
け
ま
せ
ん
。
自

己
所
有
の
土
地
な
ら
建
設
費
用

は
月
間
賃
料
の
半
分
程
度
の
返

済
で
済
む
と
思
わ
れ
ま
す
。
初

め
か
ら
大
き
な
事
業
を
考
え

ず
、
小
さ
な
も
の
か
ら
始
め
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
大
企
業
が
勧
め
る
サ
ブ
リ
ー

ス
は
大
家
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
く
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

地
元
の
不
動
産
屋
さ
ん
に
頼
む

の
が
一
番
で
す
。
土
地
の
購
入

か
ら
建
設
工
事
、
入
居
者
の
募

集
・
契
約
・
集
金
・
建
物
管
理

ま
で
一
貫
し
て
や
っ
て
く
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
戸
建
て
住
宅
の
取
得
が
頭
打

ち
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
、
賃

貸
物
件
に
生
涯
住
み
続
け
よ
う

と
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

財
産
に
つ
い
て
⑶

103

に
師
事
し
た
。
中

学
生
時
代
の
鳥
獣

戯
画
と
の
出
あ
い

か
ら
絵
巻
の
世
界

に
魅
か
れ
て
い
っ

た
。「
こ
れ
ま
で

の
集
大
成
の
つ
も

り
で
作
っ
た
。
中

学
生
や
、
世
界
の

人
た
ち
に
、
万
葉

集
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
」

完
成
し
た
４
巻
の
万
葉
絵
巻
と
絵
本
を
持
つ
阿
見
さ
ん
＝
妙
本
寺
で

計
画
」
と
題
し
て
地
元
鎌
倉

の
紅
月
劇
団
に
よ
る
日
蓮
聖

人
劇
が
午
後
２
時
と
６
時
の

２
回
開
催
さ
れ
約
１
６
０

人
が
観
賞
し
た
＝
写
真
。

　
今
年
は
、
宗
祖
日
蓮
聖

人
御
降
誕
８
０
０
年
に
あ

た
り
、
旧
鎌
倉
市
内
の
18

の
日
蓮
宗
寺
院
か
ら
な
る

日
蓮
宗
神
奈
川
県
第
２
部

鎌
倉
組
寺
院
教
会
（
鎌
倉

組
）
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
織
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
慶
讃
事
業
の
一
環

で
行
わ
れ
た
。

　
日
頃
参
拝
で
き
な
い
本
堂

で
の
初
め
て
の
演
劇
上
演

で
、
市
重
要
文
化
財
の
釈
迦

如
来
の
前
で
、
龍
口
法
難
を

題
材
に
忍
性
や
北
条
時
宗
に

扮
し
た
役
者
た
ち
が
劇
を
展

開
し
、
日
蓮
聖
人
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
。

　
脚
本
・
演
出
で
出
演
も
し

た
同
劇
団
代
表
の
石
倉
正
英

さ
ん（
55
）
は
、「
本
堂
が
受

け
入
れ
て
く
れ
る
気
が
し

た
。
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
舞

台
に
立
た
せ
て
も
ら
え
て
こ

の
上
な
い
喜
び
」
と
感
謝
を

述
べ
、「
作
品
の
ね
ら
い
は
、

お
客
様
が
見
終
わ
っ
て
自
由

に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
で

す
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
諸
国
で
日
本
語
を

学
ぶ
高
校
生
を
日
本
全
国
の

高
校
に
招
聘
し
、
日
本
人
高

校
生
と
の
国
際
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
文

部
科
学
省
補
助
事
業
「
ア
ジ

ア
高
校
生
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
来
日
中
の
生
徒
た

ち
が
、
鎌
倉
市
扇
ガ
谷
の
英

勝
寺
で
開
か
れ
た
茶
道
体
験

教
室
に
10
月
15
・
16
・
30
の

３
日
間
参
加
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
ベ
ト
ナ

ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ト

ル
コ
な
ど
か
ら
の
７
人
と
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生

の
高
校
１
年
生
８
人
。
日
本

の
中
高
生
と
と
も
に
、
初
日

は
茶
室
に
席
入
り
し
て
、
お

菓
子
を
い
た
だ
き
、
お
点
前

を
み
な
が
ら
お
茶
の
い
た
だ

き
方
を
習
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
袱
紗
捌
き
に

挑
戦
＝
写
真
。
初
め
て
触
る

袱
紗
に
生
徒
た
ち
は
興
味

津
々
。
袱
紗
を
た
た
ん
で
懐

に
入
れ
る
こ
と
、
取
り
出
し

た
袱
紗
を
右
手
で
持
ち
上

げ
、
三
角
に
し
て
た
た
ん
で

い
く
や
り
方
を
習
い
、
袱
紗

で
な
つ
め
や
茶
杓
を
清
め
る

こ
と
を
教
わ
っ
た
。

　
茶
碗
に
入
っ
た
抹
茶
を
茶

筅
で
た
て
る
体
験
も
し
た
。

生
徒
た
ち
は
先
生
の
話
す
日

本
語
を
聞
き
、
真
剣
に
稽
古

に
取
り
組
ん
だ
。

　
最
終
日
は
、
３
人
が
盆
立

て
の
お
点
前
を
し
た
。
ガ
ン

ボ
ー
く
ん
（
モ
ン
ゴ
ル
）
は

「
正
座
で
足
が
つ
ら
か
っ
た

け
れ
ど
、
楽
し
か
っ
た
」。

シ
ー
フ
ァ
ー
さ
ん
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
）
は
「
お
茶
の
泡
が

う
ま
く
立
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
、
新
し
い
体
験
に
顔

を
輝
か
せ
て
い
た
。

　
小
津
安
二
郎
監
督
の
名
作

映
画
の
魅
力
を
後
世
に
解
消

し
よ
う
と
「
湘
南
遊
映
坐
」

（
岡
博
大
理
事
長
、
藤
沢
市
）

『
小
津
三
昧
』

が
、
文
庫
本
『
小
津
三
昧
』

を
出
版
し
た
。

　
同
遊
映
坐
は
、
湘
南
・
鎌

倉
を
拠
点
に
、
映
画
を
中

心
に
多
様
な
ア
ー
ト
に
親

し
め
る
場
を
創
造
し
よ
う

と
発
足
し
た
市
民
団
体
で
、

２
０
０
８
年
か
ら
「
予
告
篇

Ｚ
Ｅ
Ｎ
映
画
祭
」
を
開
催
し

て
い
る
。
昨
年
亡
く
な
っ
た

元
小
津
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
山
内
静
夫
氏
は
、
同
団
体

の
理
事
と
し
て
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
毎
年
北
鎌
倉
で

「
み
ん
な
の
小
津
会
」
を
遊

映
坐
と
開
催
し
て
い
た
。

　
こ
の
本
は
、
山
内
氏
の
遺

志
を
継
い
で
、「
み
ん
な
の

小
津
会
」
の
貴
重
な
内
容
を

ま
と
め
て
い
る
。

　「
小
津
映
画
は
奇
跡
で
す
」

の
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス

監
督
の
文
か
ら
始
ま
り
、
俳

優
の
柄
本
明
、
加
瀬
亮
、
司

葉
子
、料
理
家
の
辰
巳
芳
子
、

建
築
家
の
隈
研
吾
、
絵
本
作

家
の
葉
祥
明
ら
、
鎌
倉
ゆ
か

り
の
各
界
の
識
者
の
寄
稿
文

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
対

談
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
山

内
静
夫
氏
の
語
り
も
掲
載
。

　
１
５
０
０
円
（
税
別
）、

申
し
込
み
は

湘
南
遊
映

坐
・
岡
さ
ん

☎
０
４
６
６
・

65
・
０
１
２
３

（
１
面
に
関
連

記
事
）

ア
ジ
ア
の
高
校
生
が

茶
道
体
験

山
内
静
夫
さ
ん
の

遺
志
継
い
で
出
版


